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通学路の整備通学路の整備

3,050万円
生徒が安全安心して通学できる環境の

整備を行います。
【歩道整備用地測量】黒田古町線

【交通安全対策工事】
免田百太郎線・別府線・堀場線

生徒が安全安心して通学できる環境の
整備を行います。

【歩道整備用地測量】黒田古町線
【交通安全対策工事】

免田百太郎線・別府線・堀場線

農業への
緊急対策
農業への
緊急対策

2,000万円
認定農業者等を対象に
農業基盤の強化の為に

助成します。

認定農業者等を対象に
農業基盤の強化の為に

助成します。

101億9,407万円

平成30年度一般会計当初予算

前年度当初予算と比較すると3億22万の増

　新たな歳出は、あさぎり町防災拠点センター、あさ

ぎり町駅前振興複合施設整備基本構想策定事業、高山

運動公園改修基本設計費など。

平成30年度一般会計当初予算の内訳

歳入の内訳

　自主財源（24.4％）24億8,674万円

　　町税（11.3％）11億5,280万円

　　　　町民税・固定資産税・市町村たばこ税など

　　繰入金（5.2％）5億2,700万円

　　　　基金繰入金

　　繰越金（3.9％）4億円

　　分担金、手数料、寄付金、財産収入など（3.6％）3億7,060万円

　　諸収入（0.3％）3,634万円

　依存財源（75.6％）77億733万円

　　地方交付税（40.2％）40億9,334万円

　　地方債（11.1％）11億3,000万円

　　県支出金（10.3％）10億4,683万円

　　国庫支出金（9.8％）9億9,795万円

　　地方譲与税、地方消費税交付金、ゴルフ場利用税など（4.3％）

　　　　4億3,921万円

歳出の内訳

総務費（12.6％）12億8,420万円　総務管理、税務など

民生費（32.2％）32億8,477万円　社会福祉、児童福祉費など

衛生費（6.5％）6億5,948万円　保健衛生、清掃費など

農林水産業費（8.6％）8億7,539万円　農業、林業費など

商工観光費（1.7％）1億7,572万円　商工、観光費など

土木費（9.7％）9億8,772万円　土木管理、住宅、下水道費など

消防費（4.7％）4億7,740万円

教育費（10.2％）10億4,617万円　小中学校、生涯学習費など

議会費（1.1％）1億1,287万円

災害復旧費（0％）6万円

予備費（0.1％）800万円

●平成 30年度当初予算額一覧

一般会計 101億9,407万円

国民健康保険特別会計 20億5,015万円

後期高齢者医療特別会計 1億9,790万円

介護保険特別会計 20億2,062万円

水道事業特別会計 6億5,061万円

下水道事業特別会計 7億6,503万円

球磨郡障害認定審査事業特別会計 550万円

球磨郡介護認定審査事業特別会計 3,369万円

※水道会計は収益的支出と資本的支出の合計
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橋の点検と
道路の整備
橋の点検と
道路の整備 町営住宅の補修町営住宅の補修

2億1,260万円 7,400万円
5 つの橋の点検と、8路線の
道路工事を行います。

5つの橋の点検と、8路線の
道路工事を行います。

適切な時期に修繕します。
上西団地、2棟 10戸
適切な時期に修繕します。
上西団地、2棟 10戸

スポーツ・レクリエー
ションの拠点に

スポーツ・レクリエー
ションの拠点に

1,150万円

町内放送が聞こえ
ない地域の解消
町内放送が聞こえ
ない地域の解消

700万円 深田高山総合運動公園、全体の
整備計画を行います。
・グラウンド排水

・テニスコート張り替え
・弓道場設置等

深田高山総合運動公園、全体の
整備計画を行います。
・グラウンド排水

・テニスコート張り替え
・弓道場設置等

個別受信機導入の為の
発信基地調査・設計業務

委託します。

個別受信機導入の為の
発信基地調査・設計業務

委託します。

地域防災力の向上地域防災力の向上

650万円
大災害時にも行政機能が

維持できるよう、防災拠点施設の
基本構想を策定します。

大災害時にも行政機能が
維持できるよう、防災拠点施設の

基本構想を策定します。

小学校運動部活動が
社会体育へ移行

小学校運動部活動が
社会体育へ移行

347万円
ジュニアスポーツクラブ等への

支援をします。
・体育施設消耗品
・体育施設備品

ジュニアスポーツクラブ等への
支援をします。
・体育施設消耗品
・体育施設備品

緊急通報システム
民間へ委託

緊急通報システム
民間へ委託

197万円
一部、利用されている住民の方の
サービス向上の為、民間へ

委託されます。

一部、利用されている住民の方の
サービス向上の為、民間へ

委託されます。

あさぎり駅前振興
複合施設計画

あさぎり駅前振興
複合施設計画

588万円
ポッポー館をにぎわい創出を目的とした
商工会活動拠点として位置付け、複合施設
を整備するための基本計画をします。

ポッポー館をにぎわい創出を目的とした
商工会活動拠点として位置付け、複合施設
を整備するための基本計画をします。

あさぎりちょう

けんこう こうふく

学校施設の整備学校施設の整備

3億4,442万円
本年度は、上・免田・岡原、3つの
小学校のトイレ洋式化により、快適

な校舎に改修を行います。

本年度は、上・免田・岡原、3つの
小学校のトイレ洋式化により、快適

な校舎に改修を行います。

3
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一般会計当初予算への質疑 ( 抜粋 )

総務文教常任委員会所管課分
（総務課・会計課・企画財政課・教育委員会）

問
　

防
犯
カ
メ
ラ
の
精
度

ア
ッ
プ
の
今
後
の
計
画
は
。

答
　

課
題
と
し
て
解
像
度
が

あ
る
の
で
、
テ
ス
ト
的
に
検

証
を
進
め
る
。

問
　

職
員
の
健
康
管
理
で
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
効
果
は
。

答
　

町
の
産
業
医
と
連
携
し
、

危
険
因
子
を
除
去
し
職
場

環
境
整
備
に
努
め
る
。

問
　

文
書
配
達
員
に
よ
る
独

り
暮
ら
し
の
見
守
り
隊
の

効
果
は
。

答
　

各
世
帯
各
戸
訪
問
す
る

こ
と
に
よ
り
、
各
課
と
連
携

し
、
高
齢
者
の
見
守
り
を
実
施
し
て

い
る
。問

　

緊
急
出
動
連
絡
メ
ー
ル

を
機
能
別
消
防
団
員
に
配

信
出
来
な
い
の
か
。

答
　

機
能
別
消
防
団
に
加
入

頂
い
た
方
は
、
配
信
が
可
能

な
の
で
、再
登
録
を
お
願
い
し
た
い
。

問
　

ふ
る
さ
と
寄
付
金
の
拡

大
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
　

返
礼
品
等
に
つ
い
て
は
、

特
徴
あ
る
も
の
に
し
て
い

き
た
い
。

問
　

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
体

制
に
よ
る
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン

ド
利
用
の
利
便
性
対
策
は
あ
る
の

か
。答

　

岡
原
地
区
の
方
々
に
一

定
の
配
慮
を
す
る
と
共
に
、

他
の
地
区
と
の
公
平
感
を
含
め
検
討

す
る
。問

　

須
恵
文
化
ホ
ー
ル
の
自

主
運
営
に
幸
福
と
健
康
を

テ
ー
マ
と
し
た
事
業
は
で
き
な
い

か
。

答
　

民
間
の
方
々
の
力
も
お

借
り
し
な
が
ら
協
議
を
し

て
い
く
。

問
　

公
民
分
館
長
と
区
長
の

兼
務
の
在
り
方
は
。

答
　

あ
さ
ぎ
り
町
は
、
自
治
公

民
館
を
公
民
分
館
と
し
て

お
り
、
活
動
が
重
な
る
部
分
も
あ
る

が
制
度
上
ど
ち
ら
も
重
要
で
あ
る
。

問
　

図
書
館
を
く
つ
ろ
げ
る

カ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
に
す
る

考
え
は
。

答
　

図
書
館
協
議
会
に
お
い

て
も
協
議
し
た
が
、
営
業
性

に
問
題
が
あ
り
今
後
環
境
作
り
を
検

討
す
る
。

問
　

文
化
財
保
護
に
関
す
る

今
後
の
対
策
を
ど
う
進
め

る
の
か
。

答
　

平
成
29
年
度
に
お
い
て
、

学
芸
員
１
名
を
採
用
し
た
。

退
職
し
た
専
門
員
に
お
い
て
も
必
要

に
応
じ
て
予
算
措
置
を
行
い
、
対
応

を
考
え
る
。

問
　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
安
全

対
策
と
地
産
地
消
の
取
り

組
み
は
。

答
　

安
全
対
策
は
、
食
材
入
荷

時
に
す
べ
て
３
回
に
分
け

て
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。
地
産
と
し

て
は
あ
さ
ぎ
り
産
の
納
入
を
極
力
お

願
い
し
て
い
る
。

子ども達へおいしい給食を届けます

平成 30 年 5 月発行
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問
　

滞
納
繰
越
が
多
く
発
生
し
て

お
り
、
町
民
に
不
公
平
感
が
あ

る
の
で
は
。

答
　

併※

任
徴
収
体
制
に
よ
り
、
滞

納
整
理
の
実
績
は
効
果
が
上

が
っ
て
い
る
。

問
　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
所
持
率

は
。

答
　

取
得
者
は
１
，
３
９
７
人
で

全
体
の
８
・
９
%
で
あ
る
。

問
　

犬
の
登
録
件
数
と
狂
犬
病
予

防
接
種
率
は
。

答
　

登
録
件
数
は
１
，０
３
７
頭
。

予
防
接
種
率
は
94
・
３
%
。
休

日
対
応
な
ど
で
接
種
率
向
上
に
効
果
が

見
ら
れ
た
。

厚生常任委員会所管課分

（税務課・町民課・生活福祉課・高齢福祉課・健康推進課）

建設経済常任委員会所管課分
（農業委員会・商工観光課・農業振興課・建設林業課・上下水道課）

問
　

農
業
振
興
補
助
金
の
申
請
額

は
、
昨
年
度
と
同
様
に
要
望
が

多
い
の
で
は
。

答
　

３
月
ま
で
に
要
望
者
の
状

況
を
把
握
し
検
討
す
る
。

問
　

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払

制
度
で
の
取
り
組
み
が
一
番
多

い
も
の
は
。

答
　

有
機
農
業
で
の
取
り
組
み
が

一
番
で
約
39
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
占

め
る
。問

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
今
後
の

進
め
方
は
。

答
　

今
後
、
法
人
化
の
推
進
の
基

礎
と
な
る
も
の
に
活
か
し
て
い

く
。問

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集

は
目
的
を
持
っ
て
地
域
に
即
し

た
募
集
方
法
が
必
要
で
は
。

答
　

次
回
か
ら
は
地
域
支
援
密

着
を
明
確
に
し
た
募
集
を
検
討

し
て
い
く
。

問
　

あ
さ
ぎ
り
駅
前
複
合
施
設

整
備
基
本
構
想
策
定
の
す
す
め

方
は
。

答
　

専
門
知
識
の
あ
る
業
者
を
選

定
し
、実
施
し
た
い
。

問
　

林
業
振
興
基
金
の
活
用
を
弾

力
的
に
し
て
は
。

答
　

基
金
の
活
用
を
含
め
、
公
平

性
・
平
等
性
に
も
と
づ
き
検
討

し
た
い
。

問
　

須
恵
地
区
の
上
水
道
の
現
状

と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
　

現
在
の
状
況
を
十
分
観
察
し

な
が
ら
、
今
後
の
計
画
変
更
手

続
き
等
は
状
況
を
見
て
判
断
し
て
い

く
。

問
　

町
内
に
在
住
の
外
国
人
の
状

況
は
。

答
　

１
月
末
に
お
い
て
１
５
９
人

の
方
が
居
住
し
て
い
る
。

　

内
訳
は
ベ
ト
ナ
ム
91
人
、中
国
27
人
、

韓
国
15
人
等
で
あ
る
。

問
　

墓
地
公
園
の
タ
ウ
ン
誌
掲
載

広
告
の
効
果
は
。

答
　

平
成
28
年
度
は
１
区
画
の
購

入
と
墓
碑
建
立
、
平
成
29
年
度

は
１
件
の
墓
碑
建
立
が
あ
っ
て
お
り
、

今
後
も
周
知
を
し
て
い
く
。

問
　

遺
族
会
の
定
義
と
会
へ
の
加

入
と
町
の
助
成
金
に
つ
い
て

は
。答

　

会
員
資
格
は
会
費
を
支
払
っ

た
方
で
、
助
成
金
に
つ
い
て
は

社
協
に
委
託
し
て
い
る
。

問
　

生
活
支
援
ハ
ウ
ス
事
業
の
状

況
は
。

答
　

入
居
者
分
類
を
14
段
階
と

し
、
現
在
３
名
の
入
居
者
が
あ

り
、随
時
対
応
を
し
て
い
く
。

賑わいが求められる駅前周辺

※併任徴収とは… 県や他市町村の職員が、あさぎり町職員の身分

で町税等の徴収事務に従事する仕組みのこと。5
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　議案第 50 号

あさぎり町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める

条例の制定について

地域における医療及び介護の総合的な確保を推進する為の関係法律の整備等に関する法

律第 6 条の規定による介護保険法の改正の為

　議案第 56 号

あさぎり町消防団条例の一部を改正する条例の制定について

熊本県消防学校入校時の費用弁償を改正する為

　議案第 61 号

あさぎり町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準

を定める条例等の一部を改正する条例の制定について

 介護保険法及び老人福祉法の規定に基づく指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び

運営に関する基準等の一部を改正する省令に伴う為

　議案第 62 号

あさぎり町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について

 熊本県国民健康保険実施方針との整合性を保つ為

　議案第 64 号

あさぎり町おかどめ幸福駅売店条例の一部を改正する条例の制定について

おかどめ幸福駅売店開業に伴い使用料を定める為

条 例 の 制 定 抜 粋

問
　

難
聴
児
及
び
弱
視
児
対

策
は
。

答
　

視
覚
障
が
い
者
の
手
帳

所
持
者
が
助
成
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
。

問
　

社
会
福
祉
士
と
成
年
後

見
人
の
状
況
は
。

答
　

人
吉
球
磨
後
見
人
セ
ン

タ
ー
に
は
あ
さ
ぎ
り
町
か

ら
３
名
。
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
内

に
も
社
会
福
祉
士
を
置
い
て
い

る
。問

　

老
人
会
へ
の
助
成
状
況

と
呼
称
に
つ
い
て
は
。

答
　

一
人
当
た
り
１
，
０
０
０

円
の
助
成
で
現
在
の
会
員

数
は
２
，
６
６
５
人
。
呼
称
に
つ

い
て
は
、
時
代
の
変
化
に
整
合
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
。

問
　

不
妊
治
療
制
度
の
活
用

は
。

答
　

平
成
29
年
度
に
お
い
て

は
、特
定
４
件
、一
般
９
件

の
実
績
が
あ
り
近
年
相
談
が
増
え

て
い
る
。

厚生常任委員会所管課分

（税務課・町民課・生活福祉課・高齢福祉課・健康推進課）
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事　業　名 総　　額

公式ホームページリニューアル事業 837 万円

ヘルシーランド改修事業 2 億 4,738 万円

ふれあい福祉拠点施設整備計画策定事業 161 万円

農業基盤整備促進事業 1,900 万円

舗装補修事業 1 億 2,506 万円

道路改良・歩道整備事業 5,222 万円

上総合運動公園改修事業 464 万円

減額補正

繰入金（財政調整基金繰入金） 3 億円

平成29年度  一般会計補正予算（抜粋）
繰越明許費（平成 30年度に繰越して実施します）

当初予算編成時に 3億円を繰り入れたが、国民健康保険特別会計より 2億円の繰入れ、

地方交付税、繰越金、町税等の増により基金を必要としなかったため。

あさぎり町農業委員候補者評価委員会

農業委員候補者

農業委員選考改正のあらまし

評価の意見を
求める

意見報告

町長

推薦・募集

議会

任命同意

同意

任命①

②
③

④

⑥

⑤

3 月 15 日　農業委員の任命同意

　今回より農業委員会等に関する法律の一

部改正により、選出方法も町長の任命制に

変更されたことに伴い、議会への任命同意

を受け 26 名全員を同意した。

農業委員会選任同意

発 議
あさぎり町議会議員定数条例の一部を改正する条例の
制定について

　あさぎり町議会議員定数を現行の 16 人から 14 人に削減するために、

当該条例の一部を改正する必要があるため。

※ あさぎり町議会議員の定数については、公布の日以降初めてその期日を告示され

る一般選挙までの間、なお従前の例による。
P15 参照
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1111
    責任においてそのまま掲載とします。

人が登壇人

久
保
田　

北
部
利
水
事
業
の
計
画

変
更
の
同
意
が
取
れ
、
よ
う
や
く

事
業
再
開
と
な
り
休
止
状
態
で

あ
っ
た
同
事
業
が
動
き
出
す
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
、
所
期
の
目
的

が
達
成
で
き
な
い
ま
ま
で
長
期
の

休
止
の
中
、
事
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
大
き
く
変
化
し
、
球
磨
川
以

北
の
活
性
化
へ
の
影
響
は
大
き
い
。

今
後
の
農
業
振
興
策
に
つ
い

て
伺
う
。

農
業
振
興
課
長　

現
況
と
し

て
飼
料
作
物
が
中
心
で
、
4
団

地
55
・
02
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
対

し
、
３
・
61
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
遊

休
農
地
が
あ
り
、
今
後
の
事
業

と
し
て
、
井
戸
の
掘
削
を
行

い
、
水
手
当
て
の
具
体
的
計
画

に
つ
い
て
農
家
説
明
会
を
行

う
。
振
興
作
物
と
し
て
栗
の
振

興
を
Ｊ
Ａ
く
ま
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
て
進
め
る
。

久
保
田　

今
後
、
農
地
の
維
持
管

理
し
て
い
く
中
で
現
在
の
多
面
的

交
付
金
事
業
で
な
く
、
中
山
間
直

接
支
払
い
事
業
へ
の
移
行
を
国
に

対
し
強
く
要
望
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

町
長　

関
係
市
町
村
と
十
分
協
議

し
て
、
将
来
を
見
据
え
た
対
応
の

要
望
等
に
つ
い
て
、
国
・
県
に
対

し
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　
そ
の
他
の
質
問

　

町
長
施
政
方
針
に
関
す
る
地
域

活
性
化
交
付
金
に
つ
い
て

北部地域における今後の農業振興は

 

町
花
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
の
管
理
状
況
は

永
井　

町
長
の
施
政
方
針
の
中
で
「
幸

福
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
３
つ
の
ア
イ
テ

ム
の
１
つ
に
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
が
あ
る
。

久
鹿
区
の
丸
池
に
自
生
し
、
日
本
で
は

自
生
の
南
限
で
あ
り
本
町
の
町
花
に
も

指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
数
年
株
の

減
少
や
古
く
な
っ
た
看
板
・
朽
ち
か
け

た
散
策
用
木
道
等
、
い
く
つ
か
の
課
題

が
あ
る
と
思
う
が
町
の
対
応
は
。

町
長　

リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
の
花
言
葉
は

「
必
ず
訪
れ
る
幸
福
」。
町
花
と
し
て
大

事
に
守
っ
て
い
き
た
い
。

教
育
課
長　

現
在
、
管
理
は
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
願
い
し
て
い
る
。

丸
池
の
中
に
も
湧
水
の
あ
る
湿
地
の
部

分
の
株
は
良
い
が
、
少
し
高
く
な
っ
て

い
る
部
分
の
株
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

今
後
は
専
門
家
の
話
も
伺
い
な
が
ら
管

理
を
や
っ
て
い
き
た
い
。
看
板
等
も
現

地
を
確
認
し
て
対
応
す
る
。
散
策
用
の

木
道
は
、
現
在
は
朽
ち
て
い
る
箇
所
を

撤
去
し
て
い
る
の
が
現
状
だ
が
、
リ
ュ

ウ
キ
ン
カ
の
保
護
の
観
点
で
は
人
が
中

に
入
る
の
は
良
く
な
い
と
い
う
意
見
も

あ
る
の
で
、
今
後
色
々
な
意
見
を
聞
き

な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

　
そ
の
他
の
質
問

　

集
落
営
農
組
合
の
法
人
化
に
つ
い
て 丸池のリュウキンカ

振興作物として期待される栗

永井　英治 議員

久保田　久男 議員

問

問
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難
波　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
一

環
と
し
て
電
子
黒
板
を
導

入
し
て
か
ら
８
年
が
経
過

し
た
が
そ
の
成
果
や
問
題

点
の
検
証
は
。
平
成
21
年

度
の
交
付
金
３
，
５
２
４
万

円
で
導
入
さ
れ
た
際
、競
争

の
働
く
よ
う
な
入
札
は
行

わ
れ
た
の
か
。

教
育
課
長　

地
元
の
卸
業
者
も
あ
り
指

名
審
査
会
に
お
い
て
指
名
競
争
で
執
行

し
た
。

難
波　

29
年
度
と
30
年
度
に
お
い
て
57

台
の
機
器
更
新
が
あ
る
が
条
件
は
。

教
育
課
長　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
含
め
た

更
新
で
リ
ー
ス
期
間
５
年
で
支
払
う
。

難
波　

具
体
的
な
利
用
状
況
は
。

教
育
課
長　

小
学
校
で
は
一
日
に
2
、
3

時
間
、
中
学
校
で
は
教
科
担
任
制
の
た

め
教
科
に
よ
っ
て
異
な
る
。

難
波　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
を
踏
ま
え
町
の
取
組
は
成

功
し
た
と
い
え
る
か
。
ま
た
、
学
習
だ
け

で
な
く
教
育
現
場
の
業
務
効
率
化
も
担

う
が
５
年
ご
と
に
数
千
万
円
と
い
う
莫

大
な
費
用
の
か
か
る
事
業
な
の
で
今
後

も
し
っ
か
り
と
検
証
し
な
が
ら
進
め
て

い
く
べ
き
だ
。

教
育
長　

全
生
徒
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

導
入
は
費
用
対
効
果
の
面
か
ら
厳
し
い

が
教
師
の
力
を
支
え
る
一
つ
の
ツ
ー
ル
と

し
て
は
大
き
な
効
果
が
あ
る
と
思
え
る
。

町
長　

時
代
の
流
れ
で
子
供
達
を
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
の
中
に
置
か
せ
る
大
き
な
役
割

が
あ
る
。

　
そ
の
他
の
質
問

　

町
長
の
施
政
方
針

　

誰
も
が
願
う
健
康
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

1111
※ 一般質問の文章については、質問者の    

一 般 質 問
議員が町の執行部に対してさまざまな角度から
町政について質問する。

加
賀
山　

歴
史
的
価
値
の
高
い
文
化
財

に
つ
い
て
は
、
全
国
各
地
の
大
学
の
先
生

方
に
も
調
査
等
で
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
鎏
金
獣
帯
鏡
や
エ
ン
ブ
リ
ー
博
士
に

つ
い
て
な
ど
子
供
達
に
誇
れ
る
地
域
の
宝

に
つ
い
て
は
き
ち
ん
と
整
理
し
活
用
す
べ

き
で
は
。

町
長　

後
世
に
残
す
べ
き
も
の
は
位
置

づ
け
を
明
確
に
し
た
上
で
残
し
、
町
の
大

事
な
宝
と
し
て
子
供
達
や
町
民
に
も
認

識
を
持
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
は
必
要
。

加
賀
山　

文
化
ホ
ー
ル
の
充
実
と
し
て

エ
ン
ブ
リ
ー
博
士
資
料
館
の
設
置
を
再

度
提
案
す
る
。
現
在
文
化
ホ
ー
ル
の
年

間
の
利
用
者
数
は
。

教
育
課
長　

平
成
28
年
度
は
約
２
４
，

０
０
０
人
程
。

加
賀
山　

文
化
ホ
ー
ル
に
は
十
分
な
展

示
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
。
活
用
し
な
い
手
は

な
い
と
思
う
が
。
須
恵
地
区
に
あ
ま
り

資
料
や
展
示
物
が
な
い
と
感
動
が
少
な

い
と
も
思
う
。
今
深
田
地
区
で
は
住
民

主
体
で
「
食
と
歴
史
」
に
つ
い
て
の
フ
ッ

ト
パ
ス
の
活
用
が
動
き
出
し
た
。
住
民
を

巻
き
込
ん
だ
計
画
と
仕
組
み
作
り
が
ポ

イ
ン
ト
だ
と
考
え
る
が
。

町
長　

鎏
金
獣
帯
鏡
は
三
つ
の
幸
福
物

語
の
ひ
と
つ
と
し
て
し
っ
か
り
活
用
を
図

る
。
エ
ン
ブ
リ
ー
博
士
に
つ
い
て
は
展
示

を
検
討
す
る
。

学びのイノベーションパンフレット

難波　文美 議員

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
た
め
の

電
子
黒
板
導
入
後
の
成
果
は

エンブリー博士資料館の整備で
須恵文化ホールの充実を

活用が期待される須恵文化ホール

加賀山　瑞津子 議員

問

問
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高齢者の自動車運転免許証返納は

奥
田　

昨
今
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る

と
、
高
齢
者
運
転
の
車
に
よ
る
ブ

レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル
の
踏
み
間
違

い
や
、
高
速
道
路
で
の
逆
走
に
よ

る
重
大
事
故
等
が
連
日
の
よ
う
に

放
送
さ
れ
て
い
る
。
高
齢
者
と
い

え
ど
も
至
っ
て
健
康
で
元
気
な
人

も
お
ら
れ
る
し
、
も
し
も
自
動
車

運
転
免
許
証
を
返
納
す
る
と
な
れ

ば
、
買
い
物
や
通
院
等
の
用
件
が

あ
る
場
合
は
、
非
常
に
迷
惑
す
る

こ
と
も
当
然
発
生

す
る
と
思
う
。
し
か

し
、
連
日
発
生
す
る

高
齢
者
の
交
通
事

故
を
安
易
に
見
逃

す
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
運
転
免
許
証
を

返
納
す
る
と
な
れ

ば
、
な
く
て
も
安
心

し
て
生
活
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
目
指

す
こ
と
が
最
も
大

切
な
こ
と
と
思
う
。

町
執
行
部
の
考
え
と
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。

町
長　

安
心
な
あ
さ
ぎ
り
町
で
あ

る
た
め
に
は
、
や
は
り
事
故
の
な

い
車
の
運
転
が
大
事
で
あ
り
不
安

定
な
運
転
は
減
ら
す
必
要
が
あ
る

と
痛
感
し
て
い
る
。

総
務
課
長　

平
成
28
年
多
良
木
署

管
内
で
は
１
１
４
件
の
免
許
証
返

納
が
あ
っ
て
い
る
。
あ
さ
ぎ
り
町

在
住
の
方
は
70
件
。
平
成
29
年
、

多
良
木
署
管
内
で
１
１
９
件
、
あ

さ
ぎ
り
町
61
件
の
返
納
が
あ
っ
た

と
い
う
報
告
を
受
け
て
い
る
。

企
画
財
政
課
長　

デ
マ
ン
ド
型
の

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
を
現
在
計
画

中
で
あ
る
。

奥田　公人 議員

 

深
田
高
山
運
動
公
園
の
改
修
計
画
に

と
も
な
う
高
山
一
帯
の
整
備
は

市
岡　

改
修
計
画
の
中
で
今
後
、
高
山
一
帯

も
取
り
込
み
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
機
能
を
兼
ね
備
え
た
総
合
的
な
計
画
と

し
て
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　

す
べ
て
に
お
い
て
町
全
体
の
活
性
化

を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ

ゾ
ー
ン
の
位
置
付
け
と
し
て
、
グ
ラ
ン
ド
排

水
対
策
等
、
順
次
改
修
し
て
い
く
。

教
育
課
長　

社
会
体
育
施
設
は
、
30
年
度
に

お
い
て
改
修
基
本
計
画
を
実
施
す
る
。

総
務
課
長　

ア
ク
セ
ス
道
に
対
策
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
認
識
は
あ
る
。
街
灯
等
の

防
犯
対
策
、
道
路
環
境
等
も
確
認
し
進
め
る

べ
き
と
考
え
る
。

建
設
林
業
課
長　

旧
深
田
中
前
か
ら
の
道
路

は
30
年
度
よ
り
用
地
買
収
に
入
り
、
当
周
辺

整
備
は
年
次
計
画
で
進
め
る
。

高
齢
福
祉
課
長　

高
山
荘
は
30
年
度
末
を
も

ち
機
能
廃
止
と
し
、
今
後
は
利
用
者
の
方
々

と
の
意
見
交
換
会
を
行
い
今
後
の
あ
り
方
を

検
討
す
る
。

農
業
振
興
課
長　

定
住
セ
ン
タ
ー
を
管
理
し

て
い
る
。
今
後
も
地
域
住
民
の
社
会
活
動
及

び
町
活
性
化
活
動
の
拠
点
と
し
て
多
目
的
な

活
用
を
図
り
利
用
し
て
頂
き
た
い
。

商
工
観
光
課
長　

深
田
地
区
フ
ッ
ト
パ
ス
に

つ
い
て
は
、
食
と
農
の
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
様
が

進
め
て
頂
い
て
い
る
。

市岡　貴純 議員

運動で元気度アップを目指す為の一体的整備を

問

問
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溝
口　

文
化
財
の
保
護
、
維
持
補
修
に
は

町
が
強
力
な
支
援
を
し
な
け
れ
ば
、
今

後
、
地
域
で
保
存
、
継
承
し
て
行
く
の
は

難
し
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

副
町
長　

本
年
度
を
含
め
、
現
行
の
維
持

修
繕
の
補
助
率
の
見
直
し
を
含
め
通
常

の
保
全
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
も
改
め

て
検
討
し
地
域
の
負
担
軽
減
に
努
め
る
。

溝
口　

29
年
度
か
ら
３
年
間
、
農
業
振
興

補
助
制
度
を
設
け
て
農
業
者
支
援
を
し

て
い
る
。
30
年
度
か
ら
新
た
に
林
業
者
支

援
と
し
て
林
業
振
興
基
金
（
２
億
円
）
を

設
け
て
機
械
等
の
購
入
補
助
制
度
が
で

き
た
。
一
方
、
町
が
力
を
入
れ
て
い
る
６

次
産
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
者
へ

の
支
援
も
行
わ
な
け
れ
ば
販
路
拡
大
事

業
の
成
果
も
上
が
ら
な
い
が
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

副
町
長　

産
業
活
性
化
基
金
を
活
用
し

て
事
業
者
の
意
向
に
応
え
た
い
。

溝
口　

企
業
誘
致
及
び
地
場
産
業
の
拡

大
に
対
し
て
一
歩
進
ん
だ
支
援
策
を
設

け
て
雇
用
の
場
の
確
保
に
努
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

商
工
観
光
課
長　

他
の
市
町
村
に
あ
っ

て
あ
さ
ぎ
り
町
に
な
い
優
遇
策
も
あ
る

の
で
、
産
業
活
性
化
基
金
の
活
用
も
踏
ま

え
新
た
な
制
度
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　相良三十三観音三十番札所　秋時観音

溝口　峰男  議員

文
化
財
の
保
護
、
維
持
補
修
に

　
　

町
の
強
力
な
支
援
を

橋
本　

町
の
各
種
審
議
会
は

56
団
体
と
聞
い
て
い
る
が
、

職
を
兼
務
さ
れ
て
い
る
方

は
、
ど
れ
だ
け
お
ら
れ
る
の

か
。

総
務
課
長　

一
番
多
い
人
は

8
団
体
の
審
議
会
に
籍
を
置

い
て
い
る
。

橋
本　

町
政
が
身
近
に
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
、
各
種
審
議

会
委
員
の
一
部
を
町
の
活
性

化
の
為
に
公
募
す
る
考
え
方

は
な
い
か
。

総
務
課
長　

公
募
委
員
の
規

定
を
設
け
て
い
る
自
治
体
は

全
国
に
多
く
有
る
が
、
現
在

あ
さ
ぎ
り
町
で
は
行
っ
て
い

な
い
。

町
長　

公
募
も
一
つ
の
案
と
考
え
る

が
、
ま
ず
は
兼
務
を
減
ら
し
て
い
く
事

で
広
く
構
成
メ
ン
バ
ー
を
募
り
柔
軟
に

や
っ
て
い
き
た
い
。

　
そ
の
他
の
質
問

　

温
泉
施
設
の
再
構
築
に
つ
い
て

町の各種審議委員を公募する考えは

橋本　誠 議員

公有財産利活用審議会

問

問

本尊の十一面観音菩薩立像・脇侍の毘沙門天立像と天部形立像は

室町期の作です。
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有
機
セ
ン
タ
ー
の
今
後
は

公共施設等総合管理計画の実施は

豊
永　

あ
さ
ぎ
り
町
有
機
セ
ン
タ
ー
は
、

平
成
7
年
に
国
庫
補
助
事
業
に
よ
り
建
設

さ
れ
、
施
設
・
機
械
も
経
年
劣
化
に
よ
る

損
傷
が
目
立
ち
、
堆
肥
製
造
等
に
支
障
が

生
じ
て
い
る
。
平
成
24
年
か
ら
は
、生
ご
み

処
理
を
開
始
し
、
現
在
は
月
平
均
約
30
ト

ン
を
処
理
し
、
あ
さ
ぎ
り
町
の
燃
え
る
ご

み
の
削
減
に
も
貢
献
し
て
い
る
。
指
定
管

理
者
を
民
間
に
委
託
し
て
い
る
が
、
有
機

セ
ン
タ
ー
の
今
後
に
つ
い
て
、
現
状
と
課
題

を
問
う
。

農
業
振
興
課
長　

建
設
か
ら
20
年
以
上
経

過
し
施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
、
計
画
的
に

施
設
の
修
繕
や
機
械
の
更
新
を
行
っ
て
い

る
。
平
成
24
年
10
月
か
ら
現
在
の
指
定
管

理
者
の
方
が
業
務
を
行
っ
て
い
る
。堆
肥
の

製
造
販
売
は
、
牛
糞
や
鶏
糞
な
ど
と
あ
わ

せ
、
木
灰
や
生
ご
み
を
活
用
し
、
販
売
業

績
も
伸
び
て
お
り
、
今
後
も
活
躍
を
期
待

し
て
い
る
。

豊
永　

今
後
の
方
向
に
つ
い
て
、
無
償
譲

渡
あ
る
い
は
無
償
貸
付
け
と
か
方
法
が
あ

る
が
、
い
つ
ま
で
に
判
断
す
る
の
か
。

町
長　

30
年
度
に
お
い
て
、し
っ
か
り
と
今

後
ど
う
い
う
形
で
、
全
面
的
な
引
継
ぎ
が

お
願
い
で
き
る
か
ど
う
か
、見
極
め
て
検
討

し
た
い
。

　
そ
の
他
の
質
問

　

生
ご
み
処
理
と
資
源
ご
み
に
つ
い
て

豊永　喜一 議員

久
保　

10
年
で
10
％
の
人
口
減
少
が
進

む
な
か
、
公
共
施
設
の
更
新
費
用
の
大

幅
な
財
源
不
足
が
明
ら
か
だ
が
。

総
務
課
長　

計
画
を
推
進
し
て
い
く
中

で
、
ど
の
よ
う
に
維
持
保
全
及
び
売
却
、

処
分
を
行
っ
て
い
く
か
を
検
討
し
て
い

く
。
老
朽
化
、
未
利
用
の
財
産
は
、
廃

止
解
体
の
方
向
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
進

め
て
い
き
た
い
。

町
長　

基
本
的
に
合
併
特
例
債
を
使
っ

て
公
共
施
設
等
の
処
分
を
し
、
費
用
削

減
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

久
保　

空
き
施
設
や
低
利
用
率
の
施
設

が
多
数
あ
る
と
、
運
営
管
理
の
た
め
の

金
と
人
が
分
配
さ
れ
て
、
不
要
な
行
政

コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
し
ま
い
自
治
体
全

体
の
経
営
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
落
ち

て
し
ま
う
。
行
政
コ
ス
ト
を
削
減
す
る

た
め
、
町
の
枠
を
超
え
た
共
同
利
用
と

い
う
形
も
必
要
に
な
る
の
で
は
。

町
長　

そ
う
い
う
取
り
組
み
で
や
る
べ

き
項
目
は
多
く
出
て
く
る
と
思
う
。

久
保　

小
さ
い
自
治
体
ほ
ど
、
１
人
当

た
り
の
施
設
面
積
が
大
き
い
傾
向
に
あ

り
、
財
政
の
負
担
は
ま
す
ま
す
増
え
る
。

個
別
計
画
で
客
観
的
評
価
が
で
き
る
白

書
づ
く
り
は
。

総
務
課
長　

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
個
々
の
施
設
の

デ
ー
タ
を
入
力
し
た
「
施
設
カ
ル
テ
」

を
作
成
す
る
。
毎
年
度
デ
ー
タ
を
更
新

し
各
施
設
の
姿
を
明
確
に
し
て
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
努
め
て
い
く
。

久保　尚人 議員

あさぎり町有機センター

公共施設等総合管理計画とは

　あさぎり町が保有する公共施設の多く

は、老朽化が進行しており、今後、公共施

設の維持、更新に要する経費の増加が予想

されます。

　現況の施設をすべて維持するならば、今

後 40 年間で５４４億 1,000 万円という巨

額の費用が見込まれ、近年の公共施設への

投資的経費 4億 9,000 万円と比較すると、

毎年 2.8 倍の予算が必要となり大幅な財源

不足が生じます。

　しかしながら、公共施設は町民のさまざ

まな活動の場として、道路、橋梁等のイン

フラ施設は住民生活に欠かせないものとし

て、適切に維持していかなければなりませ

ん。

　本計画は、将来にわたり公共施設等を維

持するための更新費用を見据えながら、町

全体の公共施設等の更新や廃止も考慮した

うえで管理方針を示すとともに、施設用途

別の方向性を定めることを目的として策定

しています。

問

問
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幸
福
の
ア
イ
テ
ム
（
項
目
・
品
目
）

を
広
げ
る
考
え
は

小
見
田　

施
政
方
針
に
お
け
る
「
幸
福
の

ま
ち
づ
く
り
」
で
3
つ
の
ア
イ
テ
ム
「
お

か
ど
め
幸
福
駅
」「
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
」「
鎏

金
獣
帯
鏡
」
で
「
3
つ
の
幸
福
物
語
」
を

作
り
上
げ
て
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
等
を
行
い

た
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
片
方
、
周
辺

部
の
住
民
は
色
々
な
施
設
が
閉
じ
ら
れ
、

空
き
家
も
増
え
続
け
、
灯
は
減
る
ば
か
り

で
寂
れ
感
を
否
め
な
い
状
況
で
あ
る
。
今

す
ぐ
周
辺
部
に
も
同
様
な
施
策
を
講
じ
る

事
は
出
来
な
い
ま
で
も
、
い
ず
れ
は
、

末
端
ま
で
も
陽
を
注
ぐ
と
い
う
気
持
ち

を
表
し
、
届
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　

今
進
め
て
い
る
の
は
、
的
を

絞
っ
て
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
そ
れ
が
拡

が
っ
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
で
い
る
。
し
か

し
、
特
定
の
所
に
今
集
中
し
て
い
る
様

に
映
っ
て
い
る
と
思
う
の
で
、
周
辺
部

へ
の
配
慮
も
現
わ
す
事
も
真
剣
に
考
え
て

み
た
い
。

　
そ
の
他
の
質
問

・ 

第
3
セ
ク
タ
ー
へ
の
補
助
金
、
指
定
管

理
料
と
繰
り
出
し
規
準
に
つ
い
て

・ 
公
共
施
設
適
正
配
置
計
画
検
討
委
員
会

設
置
に
つ
い
て

・
集
落
営
農
組
織
の
法
人
化
に
つ
い
て

小見田　和行 議員

周辺部にもアイテムが

永年在職議会議員表彰

　本町議会、溝口峰男議員が、町村議会議

員として 27 年以上在職し功労があり、全国・

県より表彰されました。今後もご活躍を期

待いたします。

第１４回   中部ふるさと会総会に参加して
　４月１５日（日）、名古屋中日パレスで開催された総会に愛甲町長・山口議長・溝口・久保田・小

見田議員・椎葉参事と６名で参加しました。

　総会での事業報告では、あさぎり中学校へ卓球台の寄贈等の報告、新年度計画では、９月に会員

の親睦としてふるさと探訪等が提案され承認されました。

　親睦会では、私たちはそれぞれ出身校区テーブルに入

り、それぞれ終始にぎやかな懇談となり交流を深めまし

た。「〇〇ちゃんはたっしゃしといやっどか」「そぎゃん

なあー」矢継ぎ早に質問攻めにあいながら、会員さん方

のふるさとへの想いの深さを感じた機会でもありまし

た。今年の参加は７５名で、例年より少ない参加であり

ましたが、高齢化による会員減少に歯止めをかけるため

には、町民の皆さん方の紹介等よろしくお願いします。

問
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議 会 報 告 会
（質疑内容）抜粋

議会活性化特別委員会委員長　小見田　和行

①公共施設等総合管理計画について

問　 公共施設マネージメントにおける、住民参加型の合意形成

システムを作ってはどうか。

【その後の対応】

　一般質問で、その旨の質問を行っ

たところ、執行部の考えは、現在

条例化されている「公有財産利活

用審議会」に、その任を充てたい

ということである。しかし、この

条例の中に公共施設等総合管理計

画を明記すべきではないかとの要望もなされた。

②議場移転について

問　 防災拠点との複合利活用も選択肢の一つとなると思うが、

検討をお願いしたい。

【その後の動き】

　30 年度予算において防災拠点基

本構想策定委託料 650 万円が可決さ

れ、構想策定が始まる。議会もそれ

を注視していく。

1 月 25 日に行われた議会報告会において、町民のみなさまより受けた質問

を、２回に分けて報告致します。

情報共有

検討委員会・住民説明
パブリックコメント

住 民

外部有識者等

維持管理

事務局・調整・計画

トップマネジメント

外部委員会

施設の所管課

専任部署

町　長

進捗状況確認等
調整

情報提供

あさぎり町議会議事堂（旧上村中央公民館）
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議会活性化特別委員会中間報告

ヘルシーランド 及び

ふるさと振興社調査特別委員会中間報告

委員長　小見田　和行
①議員定数について

　近隣町村をはじめ同規模自治体での定数削減方向を考慮し議論を重ねながら、町民

の意識等を伺う機会を設けた。行財政改革を自ら率先していく立場上、現行 16 人の議

員定数を削減し 14 人と決した。

②議場移転について

　防災拠点センターとの複合利用案もあり、センター建設の動向に注視し議論を継続

していく。

③タブレット導入について

　ペーパーレス化による経費削減はもとより議員も利便性の向上、事務局の負担軽減

など、行政・議会運営上、様々な効果に期待ができるので、30 年度の予算計上を要望

している。

④議会報告会について

　出席者増に向け、工夫していく。

①ヘルシーランド改修工事の工期延長について

　既存の取り壊しにおいて、細かい部

分の人力施工で必要な部分が想定より

多くなっている。また、熊本地震の影

響で、慢性的な資材の調達に遅れが生

じ、併せて労力確保が十分できない状

況から６月３０日までの延長はやむを

得ない。ただ、このような状況を見る

と当初の工期設定（４ヶ月）には無理

があった。早期完成を待ちわびていた町民に対する説明をしっかり行い１日も早

い完成を施工業者に協力願うこと。

②ふるさと振興社の在り方について

　３ヶ年の中期経営計画の検証を行ってきたが、年々売り上げも減少してきてお

り抜本的な見直しが必要である。物産館（農産物販売所）がヘルシーランドへ移

転することから加工場の指定管理についても今後検討しなければならない。３１

年３月３１日迄、物産館及び加工場の指定管理をふるさと振興社に継続させるこ

と、併せて関連する予算を承認すべきものと決定した。

委員長　溝口　峰男

進捗状況の視察確認
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改
良
要
望
書
に
つ
い
て

　

 　

両
要
望
書
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
と

し
て
継
続
す
る
こ
と
で
決
定
す
る
。

○
3
月
1
日
（
木
）

総
務
文
教
・
建
設
経
済
合
同
常
任
委
員
会

あ
さ
ぎ
り
町
産
業
用
地
分
譲
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　

執
行
部
よ
り
説
明
を
受
け
、
審
議
の
結

果
、
合
同
委
員
会
と
し
て
は
案
件
通
り
全

員
協
議
会
に
諮
る
こ
と
を
決
定
す
る
。

○
1
月
22
日
（
月
）

請
願
書
・
防
災
対
策
基
本
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　

今
後
、
条
例
案
を
作
り
あ
げ
て
行
く
過

程
と
し
て
、
町
民
や
有
識
者
、
防
災
士
の

方
々
等
か
ら
様
々
な
意
見
を
頂
く
場
を
設

け
る
事
を
確
認
し
た
。

○
2
月
20
日
（
火
）

小
学
校
運
動
部
活
動
の
社
会
体
育
移
行
に

つ
い
て

　

社
会
体
育
移
行
検
討
委
員
会
の
答
申
と

基
本
方
針
、
指
導
者
の
募
集
状
況
等
の
説

明
を
受
け
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
答
申
に
も
あ
る
通
り
、

指
導
者
の
確
保
と
資
質
の
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
を
早
急
か
つ
継
続
的
に
や
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
意
見
で
あ
っ
た
。

○
3
月
1
日
（
木
）

行
政
区
へ
の
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

　

現
在
、
消
防
詰
所
な
ど
部
の
統
合
が

常
任
委
員
会
及
び
一
部
事
務
組
合
報
告

あ
れ
ば
空
い
て
い
く
詰
所
等
の
施
設
を
、

地
区
で
使
用
さ
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
要

望
が
出
て
い
る
事
か
ら
、
規
則
の
改
正

を
し
た
い
と
の
説
明
を
受
け
た
。
委
員

会
と
し
て
は
、
無
償
譲
渡
か
無
償
貸
し

付
け
か
難
し
い
判
断
に
な
る
と
思
う
が
、

し
っ
か
り
と
し
た
対
応
を
望
む
と
の
意

見
で
あ
っ
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

○
12
月
21
日
（
木
）

有
機
セ
ン
タ
ー
施
設
及
び
機
械
等
の
利
用

状
況
に
つ
い
て

　

社
長
・
セ
ン
タ
ー
長
の
案
内
で
施
設
内

の
現
況
と
更
新
及
び
改
修
予
定
の
機
械
等

を
視
察
説
明
を
受
け
る
。
視
察
後
、
研
修

室
に
於
い
て
両
氏
と
今
後
の
更
新
計
画
等

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
う
。

○
1
月
19
日
（
金
）

林
業
振
興
基
金
補
助
金
交
付
要
綱
に
つ
い

て有
機
セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ
い
て

旧
深
田
中
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て

　

関
係
所
管
課
か
ら
説
明
を
受
け
審
議
・

協
議
す
る
。

○
2
月
15
日
（
木
）

平
成
30
年
度
建
設
林
業
課
所
管
主
要
事
業

に
つ
い
て

委
員
会
付
託
案
件
審
査

・ 

百
太
郎
溝
沿
線
通
学
路
の
拡
幅
改
善
要

望
書
に
つ
い
て

・ 

町
道
宮
床
線
・
吉
井
亀
の
甲
線
交
差
点

現在の社会体育活動（少年野球）

更新が望まれる堆肥攪拌機
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○
1
月
15
日（
月
）・
16
日（
火
）委
員
会
研
修

・
い
ち
き
串
木
野
市
こ
ろ
ば
ん
体
操

・
垂
水
市
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

・
南
さ
つ
ま
市
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業

　

各
地
域
研
修
を
踏
ま
え
、
あ
さ
ぎ
り
町

に
お
い
て
は
、
現
在
実
施
の
「
い
き
い
き

１
０
０
歳
体
操
」
を
今
後
増
々
充
実
す
べ

き
と
考
え
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に

お
い
て
は
、
郡
の
医
師
会
・
公
立
多
良
木

病
院
企
業
団
の
医
師
と
の
連
携
を
さ
ら
に

図
る
べ
き
と
の
意
見
で
あ
っ
た
。

○
2
月
28
日
（
水
）

　

第
1
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
29

年
度
上
球
磨
消
防
組
合
一
般
会
計
補
正

（
第
3
号
）、
平
成
30
年
度
上
球
磨
消
防
組

合
一
般
会
計
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
16
億
３
，
３
０
０
万
円
と
し
た
。
主
な

も
の
と
し
て
庁
舎
建
設
費
等
。

あ
さ
ぎ
り
町
の
負
担
金
は
、

・
一
般
負
担
金　

２
億
５
，５
６
２
万
円

・ 

整
備
負
担
金
等（
防
災
無
線
負
担
金
含
む
）

４
，８
１
８
万
４
，３
９
４
円

・
公
債
費
負
担
金

２
，１
６
３
万
１
，０
０
０
円

と
な
っ
て
お
り
、
議
案
5
件
を
原
案
の
通

り
可
決
。
一
般
質
問
で
は
、
あ
さ
ぎ
り
町

選
出
の
市
岡
議
員
が
「
軽
救
急
車
の
地
域

に
お
け
る
必
要
性
」に
つ
い
て
問
う
。

○
3
月
2
日
（
金
）

　

第
1
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
日
程
第

１
〜
第
13
ま
で
を
審
議

・ 
人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
人
吉
球
磨

ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基
金
の
設
置
、

管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
、
補
足
説
明
を
受
け
条
例
案
件
を

採
決
。

・ 

平
成
29
年
度
補
正
予
算
の
質
疑
・
採
決
。

○
3
月
5
日
（
月
）

　

第
1
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
全
議
案

８
件
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

　

主
な
も
の
と
し
て
、
障
害
児
者
の
方
を

対
象
と
し
た
い
わ
ゆ
る
レ※

ス
パ
イ
ト
入
院

を
空
き
ベ
ッ
ド
を
利
用
し
て
行
う
医
療
型

短
期
入
所
事
業
に
取
り
組
む
た
め
に
条
例

を
一
部
改
正
し
た
。

　

平
成
30
年
度
の
病
院
企
業
団
全
体
の
予

算
は
収
益
41
億
５
，
２
４
８
万
7
千
円
、

費
用
42
億
８
，
３
４
７
万
２
千
円
、
損
益

１
億
３
，
０
９
８
万
５
千
円
の
損
失
を
見

込
ん
で
い
る
。

公
立
多
良
木
病
院
企
業
団
議
会

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
議
会

上
球
磨
消
防
組
合
議
会

・  

平
成
30
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
の
提

案
を
受
け
た
。

○
3
月
28
日
（
水
）

・  

平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
を
可
決
。

・ 

日
本
遺
産
人
吉
球
磨
観
光
地
域
づ
く
り

協
議
会
を
設
立
。
平
成
30
年
度
当
初
予

算
に
３
，８
０
０
万
円
。

・  

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
福
寿
荘
」
民

営
化
検
討
委
員
会
よ
り

　

「
民
営
化
に
つ
い
て
は
妥
当
で
あ
る
」

と
の
答
申
が
あ
り
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
し
て
31
年
度
に
公
募
、
32
年
4
月
移

譲
法
人
に
よ
る
運
営
開
始
予
定
。

厚
生
常
任
委
員
会

　

町
の
取
り
組
む
健
康
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
も
、
各
市
町
村
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
検

診
率
の
向
上
を
さ
れ
て
お
り
、
南
さ
つ
ま

市
の
例
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
ポ
イ
ン
ト
も
一

策
と
考
え
る
意
見
で
あ
っ
た
。

○
２
月
20
日
（
火
）

平
成
30
年
度
高
齢
福
祉
課
所
管
重
要
事
業

に
つ
い
て

　

あ
さ
ぎ
り
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改

正
の
説
明
が
あ
り
、
平
成
30
年
度
か
ら
３

年
間
の
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
中

で
、
基
準
額
を
７
万
８
，
０
０
０
円
、
月
額

で
６
，
５
０
０
円
と
し
国
の
標
準
と
し
て

定
め
る
案
件
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
委
員

会
と
し
て
も
現
状
と
将
来
を
鑑
み
、
執
行

部
案
を
了
承
し
た
。

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
再
編
等
に
係
る

意
見
聴
取
に
つ
い
て

　

地
域
代
表
と
の
様
々
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
、
今
後
の
計
画
内
容
を
検
討
し
、
取

り
組
ん
で
い
く
と
の
報
告
を
受
け
、
委
員

会
も
了
承
し
た
。

住民主体で運営するいちき串木野市ころばん体操

※ レスパイト入院とは… 在宅介護などで介護者が日々の介護に疲れを感じ、介護力の限界

を超え、介護不能となることを予防する目的で短期間行う入院。
17
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町
民 声の

上（今井）

福島　伸也 さん

　私は、小学校の PTA 役員をさせていただいております。現在子供

たちを取り巻く環境は、かなりのスピードで変化していく中で様々

な課題や問題を抱えています。

　保護者だけでは困難な課題や問題の解決は、先生・地域の方々・

関係団体と協力、協働していかなければなりません。子供たちは家庭・

学校・地域で学び成長していきます。PTA は大人の学びの場でもあ

ります。各学校の催しや、あさぎり町でも教育講演会・研修会等開

催されていますので、まずは参加して頂きたいです。

　学校での子供の様子や地域のこともよくわかりますし、先生との

コミュニケーションもとれます。いろんな活動に参加することによっ

て自分自身が成長し、子供たちに安心感を与え健やかな成長に繋がっ

ていくと思います。

子供たちのために

編

集

後

記

　
新
緑
が
ま
ぶ
し
い
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
春
、
新
一
年
生
に
な
っ

た
子
供
達
も
、
学
校
に
は
少
し
慣
れ

た
頃
で
し
ょ
う
か
。
登
下
校
時
の
見

守
り
活
動
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
可
愛
い
子
供
達
が
大
人
に
な
っ

て
家
庭
を
持
て
る
町
を
創
る
の
は
、

今
を
担
う
我
々
、
大
人
の
責
務
だ
と

思
い
ま
す
。

　
時
流
に
対
し
て
、
地
方
議
会
、
議
員

は
微
力
で
も
「
若
者
が
残
れ
る
ま
ち

づ
く
り
」
の
夢
を
目
指
し
ま
す
。
こ

の
様
な
想
い
も
「
議
会
だ
よ
り
」
に
散

り
ば
め
て
い
る
つ
も
り
で
す
。
ご
愛

読
い
た
だ
き
ご
意
見
を
寄
せ
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
小
見
田
　
和
行
）

発
行
／
あ
さ
ぎ
り
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
調
査
特
別
委
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会
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あ
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で
も

ご
覧

頂
け

ま
す

。

委
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長
　
市
　
岡
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長
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委
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道

小
見
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和
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森
　
岡
　
　
　
勉

橋
　
本
　
　
　
誠

編
集
・
発
行
責
任
者

議
　
長
　
山
　
口
　
和
　
幸

広
報
調
査
特
別
委
員
会

あ
さ
ぎ
り
町

☆お願い☆　「議会広報」の腕章をした議員が、写真撮影等でお伺いして取材をします。

　　　　　　議会広報に載ることがあります。ご理解とご協力をお願いします。

若者が自信を持てる農業へ
　私は人吉球磨の女性農業委員で構成しますネットワーク会

長をさせて頂いております。

　毎年農業後継者の青年を対象とした婚活パーティーの企画

開催をしたり、新規就農者激励会に参加し若者と交流を深め

情報交換に努めています。そこで私が議会に要望したいのは

農業就農者への支援です。

　現在国の次世代人材制度は縛りが強く本来の農業後継者に

は受給が厳しいのが現状です。この壮大なあさぎり町の農地

を次世代に引きつぎ農業生産率を上げる為にも、親元就農者

への支援制度を町に強くお願いしたいです。若者が自信を

持って農業が出来る制度をお願いします。

岡原（熊野）

宮原　久子 さん

議
会
だ
よ
り
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